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ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

国
際
平
和
研
究
所
に

よ
る
と
、
世
界
の
軍

需
企
業
上
位
１
０
０

社
の
２
０
１
７
年
の

売
上
高
は
約
45
兆
円
で
あ
る
。
42

社
は
米
国
企
業
で
売
上
額
は
約
25

兆
円
。
第
１
位
は
米
国
の
ロ
ッ
キ

ー
ド
・
マ
ー
テ
ィ
ン
で
、
売
上
高

は
約
５
兆
円
に
上
る
。
日
本
は
同

社
の
Ｆ
―
35
戦
闘
機
を
１
０
５
機

（
総
額
１
兆
２
１
８
０
億
円
）
購

入
す
る
予
定
だ
。
政
府
は
、
護
衛

艦
の
空
母
化
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ

ョ
ア
な
ど
、
今
後
５
年
間
で
27
兆

円
の
防
衛
力
整
備
を
行
う
。
背
景

に
は
「
我
が
国
の
平
和
と
安
全
を

維
持
」
す
る
た
め
に
、「
我
が
国

に
脅
威
が
及
ぶ
こ
と
を
抑
止
す

る
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
▼
こ
の

抑
止
力
論
が
正
論
な
ら
、
世
界
平

和
の
た
め
に
は
各
国
の
軍
事
力
を

同
程
度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
軍

事
大
国
の
軍
縮
と
、
他
の
国
々
の

軍
拡
が
必
要
と
な
る
。
米
国
の
核

の
傘
に
守
ら
れ
な
が
ら
小
国
の
ミ

サ
イ
ル
開
発
や
核
開
発
を
批
判
す

る
の
は
「
抑
止
力
」
に
よ
る
平
和

と
い
う
考
え
方
と
は
矛
盾
す
る
は

ず
だ
。
米
国
は
世
界
最
高
の
抑
止

力
を
持
つ
国
家
だ
が
、
そ
れ
故
に

先
制
的
自
衛
権
の
発
動
を
厭
わ

ず
、
自
国
の
若
者
を
犠
牲
に
し
、

他
国
民
の
生
命
を
奪
っ
て
き
た
▼

果
た
し
て
、
大
国
の
権
力
者
や
軍

人
、
軍
需
産
業
の
首
脳
部
は
、
抑

止
力
に
よ
り
平
和
が
達
成
さ
れ
る

と
信
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
戦
争
の
20
世
紀
」
を
頼
り
に
、

「
獣
性
」
と
「
我
欲
」
を
制
御
で

き
ず
に
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
勢
力
は
今
も
「
平

和
」
の
た
め
の
活
動
を
画
策
し
て

い
る
▼
「
抑
止
力
」
論
は
単
な
る

悪
事
の
言
い
訳
に
過
ぎ
な
い
。
確

信
犯
の
場
合
は
ま
だ
し
も
、
心
底

信
じ
て
い
る
人
は
、
幼
稚
な
平
和

ボ
ケ
で
あ
り
、
彼
ら
の
思
う
が
ま

ま
に
操
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

（
空
）

２０１９年(令和元年)７月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９１６号（１）

1916
2019年 7月25日

研
面
究 歯科定例研究会より

小児へのう蝕治療の基本と小児歯科領域における最近のトピックス ８面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
主張　核兵器廃絶へ世論を広げ政治の転換を
2019年国民平和大行進 ２面

新役員からのごあいさつ ３面

　

福
祉
医
療
制
度
は
、
地
方
自
治

体
が
住
民
の
健
康
保
持
・
増
進
の

た
め
、
子
ど
も
や
母
子
家
庭
、
重

度
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
社
会

的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

患
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
を
独
自

に
軽
減
す
る
助
成
制
度
。
兵
庫
県

の
制
度
と
、
市
町
の
制
度
が
あ

る
。
兵
庫
県
の
制
度
は
全
県
共
通

で
利
用
で
き
、
そ
の
上
乗
せ
と
し

て
各
市
町
の
制
度
が
利
用
で
き

る
。

１
市
２
町
で
高
３
ま
で
に
拡
充

乳
幼
児
・
こ
ど
も

　

乳
幼
児
・
こ
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
は
、
通
院
・
入
院
と
も
受
診

時
窓
口
負
担
を
「
中
３
ま
で
無

料
」
と
し
て
い
る
市
町
は
41
市
町

中
36
市
町
（
県
下
自
治
体
の
88

％
）
と
前
年
度
と
変
わ
ら
な
か
っ

た
が
、
中
学
３
年
生
を
超
え
て
18

歳
ま
で
を
対
象
に
助
成
す
る
市
町

は
、
１
市
２
町
（
宍
粟
市
、
市
川

町
、
福
崎
町
）
が
増
え
、
10
市
町

と
な
っ
た
。

　

特
に
２
市
２
町
（
宍
粟
市
、
小

野
市
、
神
河
町
、
香
美
町
）
で
は

入
院
・
通
院
と
も
無
料
と
な
っ
て

い
る
（
表
）。

母
子
家
庭
等
・
一
人
親
世
帯

　

「
母
子
家
庭
等
・
一
人
親
世
帯

医
療
費
助
成
制
度
」
で
は
、
新
た

に
宍
粟
市
が
18
歳
以
下
の
児
童
に

つ
い
て
入
院
・
通
院
と
も
に
無
料

と
な
っ
た
。

重
度
障
害
者

　

重
度
障
害
者
医
療
助
成
制
度
で

は
、
兵
庫
県
は
、
70
〜
74
歳
の
高

齢
重
度
障
害
者
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
償
還
払
い
制
度
を
、
今
年

度
か
ら
現
物
給
付
と
し
、
医
療
を

受
け
や
す
く
な
っ
た
。

　

川
西
市
は
従
来
の
入
院
の
み
か

ら
、
通
院
も
自
己
負
担
額
の
３
分

の
１
を
助
成
す
る
よ
う
拡
充
し

た
。
宍
粟
市
は
、
18
歳
以
下
の
場

合
は
、
入
院
・
通
院
と
も
に
窓
口

負
担
が
無
料
と
な
っ
た
。

高
齢
期
移
行
者

　

高
齢
期
移
行
者
医
療
費
助
成
制

度
は
、
65
〜
69
歳
で
廃
止
さ
れ
た

老
人
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者

に
限
り
、
70
歳
に
な
る
ま
で
旧
制

度
上
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
。
西

宮
市
・
高
砂
市
の
特
例
措
置
は
、

期
間
が
終
了
し
た
た
め
、
撤
廃
さ

れ
た
。

住
民
の
声
が

自
治
体
動
か
す

　

市
町
に
お
け
る
福
祉
医
療
の
拡

充
は
、
協
会
も
参
加
す
る
兵
庫
県

社
会
保
障
推
進
協
議
会
が
毎
年
行

っ
て
い
る
自
治
体
と
の
懇
談
や
、

地
域
住
民
の
運
動
な
ど
の
成
果
で

あ
る
。

　

全
国
で
最
初
の
福
祉
医
療
制
度

は
、
１
９
６
０
年
に
岩
手
県
沢
内

村
で
の
65
歳
以
上
の
老
人
医
療
費

無
料
化
。
兵
庫
県
で
は
71
年
か

ら
、
75
歳
以
上
の
「
居
宅
寝
た
き

り
老
人
」
を
対
象
に
開
始
さ
れ
、

72
年
に
は
70
歳
以
上
の
老
人
と
65

歳
〜
69
歳
の
重
度
身
障
者
（
１
〜

２
級
）
に
対
象
が
拡
大
。
73
年
に

は
重
度
障
害
者
、
乳
児
を
対
象
と

し
た
制
度
を
創
設
。
79
年
に
は
母

子
家
庭
等
の
助
成
制
度
が
開
始
さ

れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
70
年
代
以
降
、
福

祉
医
療
の
拡
充
が
進
ん
だ
が
、
井

戸
県
政
下
で
マ
ル
老
廃
止
な
ど
の

制
度
改
悪
や
福
祉
医
療
予
算
の
縮

小
が
行
わ
れ
て
い
る
。
県
の
動
向

に
対
し
て
、
市
町
が
一
定
の
歯
止

め
を
か
け
、
福
祉
医
療
を
高
校
３

年
生
世
代
に
ま
で
対
象
を
拡
充
さ

せ
て
い
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
、

住
民
自
治
の
成
果
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
三
田
市
が
昨
年
こ
ど

も
医
療
費
助
成
に
所
得
制
限
を
設

け
る
な
ど
、
一
部
の
自
治
体
で
の

制
度
の
縮
小
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
協
会
は
、
今
後
も
お
金
の

心
配
な
く
医
療
に
か
か
れ
る
社
会

の
実
現
を
求
め
、
福
祉
医
療
の
拡

充
を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
て
い

く
。

　

※
正
会
員
に
は
、
完
成
し
次

第
、
月
刊
保
団
連
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
ポ
ス
タ
ー
を
同
封
し
て
お
届

け
す
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス

タ
ー
は
無
料
で
、
追
加
注
文
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
注
文
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―
393
―
１

８
０
７
ま
で

「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
と
福
祉
医
療
」
調
査
結
果

「
高
３
ま
で
助
成
」

「
高
３
ま
で
助
成
」1010
市
町
に

市
町
に

表　18歳まで助成する自治体

　

協
会
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
県
下
全
市
町
に
対
す
る
福
祉
医
療

制
度
調
査
の
２
０
１
９
年
度
分
の
結
果
を
ま
と
め
た
。「
こ
ど
も
医

療
費
助
成
」
に
つ
い
て
、
中
学
３
年
生
を
超
え
て
高
校
３
年
生
ま
で

助
成
す
る
市
町
は
１
市
２
町
（
宍
粟
市
、
市
川
町
、
福
崎
町
）
増
え

て
10
市
町
に
拡
大
し
た
。
結
果
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス

タ
ー
は
８
月
初
旬
に
完
成
す
る
予
定
。
医
療
機
関
の
待
合
室
に
置

き
、
患
者
さ
ん
に
広
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

協
会
は
「
窓
口
負
担
の
引
き
下

げ
」「
保
険
の
き
く
歯
科
治
療
の

拡
大
」「
歯
科
医
療
費
の
確
保
」

を
求
め
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
実
施
期
間
は

11
月
末
ま
で
で
、
１
万
５
千
筆
を

目
標
に
、
全
会
員
に
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。
医
療
機
関
で
の
取

り
組
み
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す

る
。
第
１
回
目
は
、
伊
丹
市
の
多

田
和
彦
先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
。

険
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
負
担
を
軽
く

で
き
ま
す
し
、
歯
科
医
師
と
し
て

も
治
療
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
金

比
べ
て
も
著
し
く
低
い
ま
ま
で

す
。
長
時
間
・
低
報
酬
で
担
い
手

不
足
に
な
っ
て
い
る
歯
科
技
工
士

の
待
遇
を
改
善
す
る
た
め
に
も
、

診
療
報
酬
引
き
上
げ
で
医
院
経
営

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は
、
歯
科
分

野
全
体
に
と
っ
て
死
活
問
題
で

す
。
患
者
さ
ん
に
「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
」
を
提
供
す
る
た

め
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

歯
科
署
名
は
毎
回
全
国
で
30
万

筆
集
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
、
や

は
り
数
が
も
の
を
言
う
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
患
者
さ
ん
に
署
名

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
で
す
。

を
訴
え
て
い
る
署
名
な
の
で
、
患

者
さ
ん
は
す
ぐ
に
協
力
し
て
く
だ

さ
り
ま
す
。

　

署
名
項
目
に
あ
る
よ
う
に
、
保

保険で

よ
り
良
い

歯
科
医
療
を

　署名
インタビ

ュー①

歯科医療充実で
受診しやすい歯科に

伊丹市・ただ歯科クリニック
多田　和彦先生

入院・通院とも無料 入院のみ無料

従前から助成し
ている自治体　

小野市、神河町、
香美町

高砂市、赤穂市、
朝来市、洲本市

今年度より対象
を広げた自治体

宍粟市 市川町、福崎町

県
下
36
市
町
で
中
３
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
が
無
料
と
な
っ
て
い
る

ストップ消費税10％署名にご協力を！
７
月
22
日
現
在

２
１
５
５
筆

ご
注
文
は
☎
078
ー
393
ー

１
８
０
７
ま
で

集
ま
っ
た
署
名
は

協
会
ま
で
ご
返
送
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
消
費
税
10
％
署
名

歯
科
署
名
は

７
月
22
日
現
在

４
１
５
２
筆

属
床
義
歯
な
ど
患

者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
上
げ
ら
れ
る
治

療
が
い
ま
だ
に
保

険
収
載
さ
れ
て
い

な
い
の
は
お
か
し

い
で
す
。
す
み
や

か
に
保
険
収
載
さ

れ
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
国
に
歯

科
医
療
費
を
増
や

す
よ
う
署
名
で
求

め
て
い
る
こ
と
も

大
事
で
す
。
初
・

再
診
料
や
基
礎
的

技
術
料
は
医
科
と

歯科医療充実へ患者さんに署名を勧めたいと語る
多田先生　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

昨
年
５
月
に
開
業
し
た
ば
か
り

で
す
が
、
３
割
負
担
は
重
く
て
受

診
抑
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
義
歯
や

ブ
リ
ッ
ジ
、
ク
ラ
ウ
ン
を
セ
ッ
ト

す
る
日
は
窓
口
負
担
が
高
く
な
り

ま
す
。
負
担
割
合
を
減
ら
す
こ
と
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歩いてつなぐ〝核廃絶〟の思い歩いてつなぐ〝核廃絶〟の思い

　

今
年
も
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０

１
７
年
に
世
界
中
１
２
２
カ
国
の

賛
同
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
実
現

し
ま
し
た
。
実
現
の
背
景
に
は
、

被
爆
者
の
努
力
と
そ
れ
を
支
え
て

70
年
以
上
運
動
し
て
き
た
国
民
の

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
か

　

今
回
３
度
目
の
平
和
行
進
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
参
加
し

た
中
で
は
一
番
人
数
が
多
く
、
熱

気
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
尾
を
歩
き
、
こ
の
行
進
を

見
て
一
般
の
方
は
ど
う
い
う
反
応

な
の
か
見
て
み
ま
し
た
。
チ
ラ
ッ

と
見
る
人
、
行
進
が
通
り
過
ぎ
て

か
ら
家
か
ら
出
て
見
て
い
る
人
、

行
進
が
通
り
過
ぎ
る
ま
で
ジ
ー
ッ

と
見
て
い
る
人
、〝
ご
苦
労
様
で

す
〞
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
で
し
た
。

　

３
年
前
の
私
な
ら
、
チ
ラ
ッ
と

見
て
い
た
だ
け
で
し
ょ
う
。
知
ら

な
い
、
分
か
ら
な
い
こ
と
に
は
関

わ
り
た
く
な
い
気
持
ち
が
あ
る
か

ら
で
す
。
で
も
縁
が
あ
り
、
知
っ

て
い
っ
た
中
で
、
平
和
へ
の
熱
い

思
い
を
持
っ
た
方
が
世
代
を
超
え

ら
２
年
と
い
う
月
日
が
経
っ
て

も
、
核
保
有
国
を
中
心
に
一
部
の

国
々
は
こ
の
条
約
に
背
を
向
け
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
る
日
本
の
安
倍
政
権
も
参
加

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

核
兵
器
廃
絶
は
一
挙
に
進
む
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
ア
メ

リ
カ
の
核
抑
止
力
」
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
い
る
か
ら
と
、
条
約
に
不

参
加
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
日

本
こ
そ
先
頭
に
立
っ
て
核
兵
器
廃

絶
を
核
保
有
国
に
訴
え
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら

も
希
望
を
持
っ
て
、
日
本
が
条
約

に
参
加
す
る
よ
う
に
力
を
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
安
倍
政
権
は
憲
法
９

条
を
変
え
て
「
ア
メ
リ
カ
と
一
緒

に
戦
争
を
行
う
国
」
に
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
今
回
の
参
議
院
選
挙

で
多
数
を
占
め
れ
ば
改
憲
に
大
き

く
舵
を
き
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
暴
走
を
許
さ
ぬ
よ
う
に
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
熱
中
症
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
行

進
し
て
く
だ
さ
い
。

て
つ
な
い
で
い
こ
う
と
格
闘
さ
れ

て
い
る
の
が
、
平
和
行
進
の
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
、
下
校
時
の
小

学
生
が
行
進
を
見
な
が
ら
、〝
広

島
っ
て
ど
こ
な
ん
？
〞〝
車
で
３

時
間
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
〞
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
行
進
を
通
じ
て
何

か
一
つ
で
も
知
っ
て
も
ら
う
の
が

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
の
が

平
和
へ
の
第
一
歩
！　

今
年
も
参

加
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

【
明
石
市
・
樫
林
歯
科
ス
タ
ッ
フ

 

梁
瀬
ま
ゆ
み
】

　

８
月
は
鎮
魂

の
月
だ
。
６
日

が
広
島
原
爆

忌
、
９
日
は
長

崎
原
爆
忌
、
そ

し
て
15
日
の
終
戦
（
敗
戦
）
の

日
と
続
く
。
74
年
間
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
反
省
と
未
来
へ
の

決
意
に
み
ち
満
ち
た
日
本
の
夏

の
情
景
で
あ
る
。

　

外
国
人
向
け
の
旅
行
・
生
活

・
文
化
情
報
サ
イ
ト
で
あ
る
ジ

ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
を
運
営
す
る
ス

テ
フ
ァ
ン
・
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー

に
よ
る
と
、
広
島
平
和
記
念
公

園
や
長
崎
平
和
公
園
、
沖
縄
平

和
祈
念
公
園
は
必
ず
満
足
度
調

査
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
と

い
う
。
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人

の
多
く
が
、
平
和
を
希
求
す
る

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
こ
れ
ら
を
挙

げ
て
い
る
の
だ
。

は
、
こ
と
ご
と
く
こ
の
鎮
魂
の

意
を
踏
み
に
じ
る
行
為
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
数
々
の
歴
史
修

正
や
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容

認
す
る
安
保
関
連
法
な
ど
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
が
、
極
め
つ

き
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
推
薦
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
世

界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
１
７
年

７
月
７
日
に
国
連
で
採
択
さ
れ

た
核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
成
も

せ
ず
批
准
も
し
な
い
ま
ま
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

　

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
川
崎
哲

氏
は
、
日
本
国
民
の
三
つ
の
層

に
対
し
て
、
訴
え
る
べ
き
内
容

を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
第
一

に
核
兵
器
廃
絶
と
禁
止
条
約
を

明
確
に
支
持
し
て
い
る
層
に
対

2019年国民平和大行進

伊
丹
市　
　

小
泉　
　

勇

核
兵
器
禁
止
条
約
調
印
へ

力
を
あ
わ
せ
訴
え
よ
う

伊
丹
市
役
所
前
で
の
あ
い
さ
つ

伊
丹
市
役
所
前
で
の
あ
い
さ
つ

感 想 文

行
進
を
知
る
こ
と
が

平
和
へ
の
第
一
歩

核
兵
器
廃
絶
へ

世
論
を
広
げ
政
治
の
転
換
を

５
月
６
日 

東
京
か
ら

８月広島、長崎へ

７
月
７
日 

宝
塚

窪
高
志
先
生
が
行
進

灘
区
か
ら
歩
い
て
き
た
川
西
先
生

が
、
幸
田
雄
策
評
議
員（
中
央
）、

桃
原
久
枝
先
生
（
左
端
）
と
神
戸

市
役
所
前
で
合
流　
　
　
　
　
　

明
石
市
内
を
行
進
し
た
樫
林
義
雄
理
事
（
左
２
人
目
）、

同
日
に
は
、
松
藤
任
司
先
生
も
参
加
し
た　
　
　

 　
　

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

日　時　 ９月14日（土）14時～18時30分
　　　　９月15日（日）９時30分～12時30分
会　場　メルパルク京都（JR京都駅から徒歩１分）
１日目　 記念講演
　　　　「核兵器禁止条約とトランプの核政策」
　　　　黒澤満大阪女学院大学教授
　　　　特別シンポジウム
　　　　 「金融機関の核兵器製造企業への融

資を止めさせよう」
　　　　 講演①「Don't Bank on the Bombに

ついて」
　　　　 スージー・スナイダーPAX核軍

縮プログラム・マネジャー
　　　　 講演②「クラスター爆弾廃絶におけ

る金融機関への働きかけの意義」
　　　　 目加田説子中央大学総合政策学部

教授
　　　　レセプション
２日目　 特別講演「原発の法的問題と日本

の司法制度の課題（仮）」
　　　　樋口英明元福井地裁裁判長
　　　　 講演「北東アジア非核化のために

私たちにできること」
　　　　 中村桂子長崎大学
　　　　核兵器廃絶研究センター准教授
参加費　 医師・歯科医師5000円、医療関係者

2000円、医・歯学生1000円
※終了後オプション企画もあり

第30回反核医師のつどい in 京都第30回反核医師のつどい in 京都

て
。
米
国
の
核
に
よ
る
抑
止
効

果
の
有
無
と
永
続
性
に
つ
い
て

広
く
議
論
す
る
こ
と
。
第
三
に

現
政
権
を
信
頼
す
る
層
に
対
し

て
。
核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対

す
る
米
政
権
に
引
き
ず
ら
れ
ず

に
条
約
に
一
定
の
評
価
を
与
え

る
こ
と
だ
と
い
う
。

　

し
か
し
、
日
本
が
安
倍
政

権
、
米
国
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
で

あ
る
限
り
、
２
国
と
も
こ
の
条

約
に
加
入
す
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
核
兵
器
廃
絶

を
実
現
す
る
に
は
政
治
の
転
換

が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

待
す
る
が
、
限
ら
れ
た
左
派
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
と
ど
ま
ら
な
い

展
開
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
第

二
に
、
現
政
権
と
は
異
な
る
安

保
政
策
を
追
求
す
る
層
に
対
し

し
て
。
核
兵

器
禁
止
条
約

に
賛
同
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ

の
拡
散
を
期

　

し
か
し
、

ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
親
愛

な
る
パ
ペ
ッ

ト
安
倍
総
理

　

小
泉
理
事
の
伊
丹
市
役
所
前
で
の
あ
い
さ
つ
全
文
と
、
樫
林
歯
科
ス

タ
ッ
フ
の
梁
瀬
ま
ゆ
み
氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

８
月
の
広
島
原
爆
忌
に
向
け
東
京
を
出
発
し
た

「
２
０
１
９
年
国
民
平
和
大
行
進
」
が
兵
庫
県
内
を

行
進
し
た
。
協
会
が
活
動
に
協
力
す
る
兵
庫
県
反
核

医
師
の
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
会
員
ら
12
人
と
ス

タ
ッ
フ
が
参
加
し
、
核
廃
絶
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
今
年
で
62
回
目
と
な
る
「
国
民
平
和
大
行

進
」
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
日
本
政
府
に
求

め
て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
を
巡
っ
て
は
、
現
在

24
カ
国
が
批
准
し
、
日
本
で
も
全
国
４
０
６
の
自
治

体
が
批
准
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
し
て
い
る
。
全

国
反
核
医
師
の
会
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
で
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
団

体
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
）
の
連
携
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

阪神御影駅前広場で休憩する
水間美宏理事（中央）　　　

東灘東灘

県
庁
前
で
折
り
鶴
で
で
き
た
Ｐ
Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｅ
の
旗
を
持
つ
武
村
義
人
副
理
事

長
（
前
列
中
央
）　
　
　
　
　
　
　

県庁県庁

長
田
区
を
行
進
し
た
松
岡
泰
夫
評

議
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長田長田

須
磨
浦
公
園
へ
到
着
し
た
加
藤
擁

一
副
理
事
長　
　
　
　
　
　
　
　

須磨須磨

神戸市役所神戸市役所

伊
丹
市
役
所
前
で
あ
い
さ
つ
す
る

小
泉
勇
理
事　
　
　
　
　
　
　
　

伊丹伊丹

石
屋
川
公
園
を
出
発
す
る
村

上
正
治
評
議
員
（
中
央
）
と

川
西
敏
雄
副
理
事
長
（
右
）

灘灘

明石明石
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一
昨
年
理
事
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
た
び
わ
ず
か
２
年

間
の
理
事
経
験
を
経
て
副
理
事
長

に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
２
年
間
の
内
の
後
半

は
、
昨
年
の
５
月
の
怪
我
に
よ
り

行
動
が
制
限
さ
れ
、
日
常
診
療
は

　

新
た
に
理
事
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
、
姫
路
市
で
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
小
松
と

申
し
ま
す
。
役
員
の
先
生
方
の
医

療
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
、

政
治
、
経
済
な
ど
多
方
面
に
わ
た

る
活
動
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で

す
。

　

こ
の
た
び
歯
科
部
会
で
、
副
理

事
長
の
加
藤
先
生
、
川
西
先
生
、

言
う
に
及
ば
ず
、
保
険
医
協
会
の

活
動
も
一
定
の
制
約
を
受
け
、
十

分
な
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ず
、
協
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
周
囲
の
多
く
の
方
々
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
よ
う
や

く
支
障
な
く
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
副
理
事
長
の
役

割
も
何
と
か
果
た
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
装
具
を
付
け
た
生
活
で

は
、
診
る
側
か
ら
診
ら
れ
る
側
へ

と
立
場
が
逆
転
し
、
行
動
に
支
障

日
常
診
療
経
験
交
流
会
で
の
救
急

フ
ェ
ス
タ
「
心
肺
蘇
生
法
Ｂ
Ｌ
Ｓ

実
習
」
で
す
が
、
何
よ
り
も
２
年

毎
の
診
療
報
酬
改
定
時
の
要
点
と

解
説
の
資
料
は
、
と
て
も
迅
速
か

つ
分
か
り
や
す
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
の
活
動
で
は
、

姫
路
赤
十
字
病
院
歯
科
口
腔
外
科

部
長
の
藤
原
成
祥
先
生
に
「
歯
科

診
断
力
」
若
手
歯
科
医
師
の
た
め

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
題

し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
会
と
の
連
携
も
取
れ
る
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
少
し
で
も
協
会
と
地
域
の
先
生

と
の
橋
渡
し
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ま
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
新
理
事
に
就
任
致
し

ま
し
た
木
原
章
雄
で
す
。
出
身
地

は
宝
塚
市
で
、
新
臨
床
研
修
制
度

の
始
ま
っ
た
翌
年
、
２
０
０
５
年

し
ま
し
た
。
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
医
長
も
兼
任
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
９
月
に
西
脇
市
内

で
「
き
は
ら
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

を
開
業
、
翌
年
５
月
に
協
会
に
入

会
し
ま
し
た
。
開
業
直
後
の
日
常

業
務
に
忙
殺
さ
れ
る
中
、
新
規
指

導
対
策
で
は
カ
ル
テ
の
紙
出
し
か

ら
、
当
日
の
持
ち
物
の
準
備
に
い

た
る
ま
で
、
協
会
事
務
局
に
は
遠

方
ま
で
出
張
支
援
を
し
て
い
た
だ

き
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
精
神
科
医
は
、
薬
物

治
療
等
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
患
者

さ
ん
に
「
寄
り
添
う
」
姿
勢
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
認
知
症
を
は
じ
め

と
す
る
人
生
の
後
半
期
の
問
題
か

ら
、
う
つ
・
適
応
障
害
な
ど
壮
年

期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
思
春
期

の
問
題
な
ど
、
幅
広
く
心
身
の
悩

み
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
地

域
の
住
民
の
一
人
と
し
て
、「
お

互
い
の
顔
が
見
え
る
地
域
連
携
」

「
敷
居
の
低
い
医
療
」
を
め
ざ
し

て
日
々
の
診
療
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

私
の
家
は
西
脇
市
と
隣
接
す
る

加
東
市
に
あ
り
ま
す
。
診
療
日
以

外
は
妻
と
一
緒
に
４
人
の
子
育
て

の
真
っ
最
中
で
す
。
北
播
地
域
の

一
住
民
と
し
て
骨
を
埋
め
る
覚
悟

を
決
め
て
生
活
し
、
仕
事
を
し
、

次
世
代
を
育
て
る
過
程
で
、
大
都

市
圏
で
生
ま
れ
育
っ
た
自
分
の
心

境
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。

　

理
事
就
任
に
あ
た
り
、
政
策
・

運
動
・
広
報
や
反
核
・
平
和
部
門

を
中
心
に
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
阪
神
間
な
ど
都
市
部
に

は
届
き
に
く
い
、「
地
方
住
民
の

声
」
も
ぜ
ひ
理
事
会
等
に
お
届
け

し
て
、
協
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
今
44
歳
で
、
理
事

の
先
生
方
の
中
で
は
最
若
手
の
よ

う
で
す
。
諸
先
輩
方
か
ら
も
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
ロ
ス
ト
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
世
代
の
立
場
か

ら
、
意
見
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

に
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
を
卒
業

し
、
沖
縄
県
立
中
部
病
院
で
初
期

研
修
を
終
了
後
、
豊
中
市
の
北
斗

会
さ
わ
病
院
で
精
神
科
専
攻
医
を

修
了
、
精
神
保
健
指
定
医
と
な
り

ま
し
た
。
長
男
の
出
生
を
機
に
、

妻
の
実
家
に
近
い
加
東
市
へ
の
転

居
を
決
め
、
２
０
１
０
年
９
月
に

市
立
西
脇
病
院
へ
入
職
、
精
神
科

の
一
人
医
長
と
し
て
６
年
間
勤
務

川
村
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
、
普

段
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
先
生
方
か
ら
、
姫
路
・
西
播
地

域
で
の
活
動
を
と
、
理
事
就
任
の

お
声
掛
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

浅
学
非
才
な
私
が
理
事
と
い
う

役
職
に
は
不
肖
で
は
な
い
か
と
悩

ん
だ
り
、
会
議
へ
な
か
な
か
出
席

で
き
て
お
ら
ず
申
し
訳
な
い
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら

お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
保
険
医
協
会
に
入
会
し
た

き
っ
か
け
は
、
税
務
・
経
営
対
策

や
医
歯
薬
の
つ
な
が
り
、
ま
た
各

講
習
会
を
は
じ
め
と
す
る
恒
例
の

　

こ
の
た
び
理
事
に
就
任
し
た
水

間
と
申
し
ま
す
。

　

２
年
前
か
ら
神
戸
市
東
灘
区
の

東
神
戸
病
院
で
内
科
と
訪
問
診
療

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
に
「
核
戦
争
を
防
止
す

る
兵
庫
県
医
師
の
会
」
の
運
営
委

員
の
お
誘
い
を
受
け
、
小
学
生
の

時
に
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
広
島
の

原
爆
ド
ー
ム
に
行
っ
た
程
度
の
私

で
も
い
い
の
か
と
思
い
つ
つ
お
引

き
受
け
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国

連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条

約
で
、
核
兵
器
の
被
害
者
（
ヒ
バ

ク
シ
ャ
）
と
核
実
験
の
被
災
者
の

受
け
入
れ
が
た
い
苦
難
に
思
い
を

寄
せ
、
核
兵
器
が
人
道
と
良
心
に

反
す
る
兵
器
と
さ
れ
た
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
２
年
前
に
東
京
、
昨

年
は
長
崎
で
開
か
れ
た
「
核
戦
争

に
反
対
し
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め

る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」
に

も
参
加
し
、
今
年
は
京
都
で
開
か

れ
る
「
つ
ど
い
」
の
実
行
委
員
を

し
て
い
ま
す
。

　

２
年
前
か
ら
、
在
宅
や
外
来

の
あ
る
弱
者
の
に
わ
か
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
異
な
る
視
点
や

広
く
視
野
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
、
協
会
は
設
立
50
周
年
を

迎
え
、
さ
ら
な
る
歩
み
を
進
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
節
目

の
年
に
副
理
事
長
に
就
任
す
る
こ

と
と
な
り
、
た
い
へ
ん
光
栄
に
思

で
、
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
エ
コ
ー

を
用
い
た
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
超

音
波
（
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
を
始
め
ま

し
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
よ
り
、
超

音
波
の
専
門
家
で
な
く
て
も
、
身

体
診
察
の
あ
と
す
ぐ
に
自
分
で
す

ば
や
く
超
音
波
検
査
を
行
い
、
そ

の
後
の
精
査
や
治
療
に
つ
い
て
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｐ
Ｏ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
た
く
さ
ん
の
医
師
に
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
兵
庫
県
保
険

医
協
会
の
主
催
で
講
義
と
ハ
ン
ズ

オ
ン
の
実
習
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
昨
年
７
月
に
神
戸
市
で
、

今
年
２
月
に
は
豊
岡
市
で
但
馬
支

部
と
公
立
豊
岡
病
院
の
ご
協
力
に

て
病
診
連
携
研
究
会
を
も
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
核
戦
争
防
止
と

病
診
連
携
の
た
め
に
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

新
役
員
か
ら
の

新
役
員
か
ら
の

  

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

副
理
事
長　
　

口
分
田　

真
（
東
灘
区
）

理
事　
　

小
松　

盛
樹
（
姫
路
市
・
歯
科
）

理
事　
　

木
原　

章
雄
（
西
脇
市
）

理
事　
　

水
間　

美
宏
（
東
灘
区
）

設
立
50
周
年
の
節
目
の

副
理
事
長
就
任

協
会
と
地
域
の
先
生
と
の

橋
渡
し
に

「
失
わ
れ
た
世
代
」か
ら

「
地
域
の
声
」を
届
け
た
い

核
戦
争
防
止
と

病
診
連
携
の
た
め
に

県
議
会
・
神
戸
市
会

自
公
な
ど
の
反
対
で
不
採
択

消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
請
願
を
提
出

兵
庫
県
議
会「
不
採
択
」

う
と
同
時
に
ま
た
そ
の
責
任
の
重

さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
常
に
開
業
医
宣
言
の
姿
勢
に

立
ち
返
り
、
全
て
の
人
が
健
康
で

幸
福
な
生
活
を
営
め
る
世
の
中
を

実
現
す
る
た
め
、
微
力
な
が
ら
そ

の
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
中
止
を
め
ざ
し
、
協
会
が
事
務
局
を
務
め
る

「
10
月
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
兵
庫
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
県
と

神
戸
市
に
「
国
に
対
し
、
消
費
税
増
税
中
止
を
要
請
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願
」
の
採
択
を
求
め
る
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。
６
月
議
会

で
両
議
会
に
請
願
を
提
出
し
た
が
、
不
採
択
と
な
っ
た
。

　

県
議
会
で
は
、
６
月
24
日
の
総

務
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。

共
産
党
の
庄
本
悦
子
議
員
が
採
択

を
主
張
し
た
が
、
自
民
・
公
明
・

維
新
の
会
な
ど
が
不
採
択
を
主
張

し
、
不
採
択
と
な
っ
た
。

　

委
員
会
審
議
で
は
庄
本
議
員
が

「
消
費
税
は
逆
進
性
が
高
い
不
公

平
な
税
制
だ
。
８
％
へ
の
増
税
で

択
と
な
っ
た
。

　

６
月
25
日
の
本
会
議

で
の
採
決
で
は
共
産
党

と
無
所
属
の
丸
尾
牧
議

員
は
採
択
に
賛
成
し
た

が
、
他
の
議
員
が
反
対

し
、
不
採
択
と
な
っ

た
。神

戸
市
会
も

「
不
採
択
」に

　

市
会
で
は
、
請
願
は

共
産
党
の
今
井
正
子
議

員
、
会
派
「
つ
な
ぐ
」

の
粟
原
富
夫
議
員
が
紹

介
議
員
と
な
り
、
６
月

26
日
の
総
務
財
政
委
員

会
で
審
議
さ
れ
た
。
共

産
党
と
つ
な
ぐ
が
採
択

を
主
張
し
た
が
、
自
民

・
公
明
・
維
新
の
会
な

ど
が
不
採
択
を
主
張

し
、
不
採
択
と
な
っ

た
。

　

委
員
会
審
議
で
は
、

も
、
社
会
保
障
は
充
実
す
る
ど
こ

ろ
か
後
退
し
て
お
り
、
消
費
税
が

社
会
保
障
に
回
っ
て
い
な
い
こ
と

は
明
ら
か
だ
」
と
訴
え
た
。

　

一
方
、
自
民
・
公
明
ら
は
、

「
消
費
税
増
税
は
社
会
保
障
費
の

確
保
、
少
子
化
対
策
の
た
め
必
要

不
可
欠
」「
全
世
代
型
社
会
保
障

改
革
と
軽
減
税
率
を
導
入
す
る
な

ど
に
よ
り
低
所
得
者
対
策
を
行
っ

て
い
る
」
な
ど
と
主
張
し
、
不
採

共
産
党
の
松
本
則
子
議
員
が
「
深

刻
な
消
費
不
況
が
続
く
中
で
消
費

増
税
は
景
気
を
よ
り
冷
え
込
ま
せ

る
こ
と
と
な
り
、
地
域
経
済
の
疲

弊
に
拍
車
を
か
け
る
」
と
訴
え

た
。
つ
な
ぐ
の
高
橋
秀
典
議
員
も

「
消
費
税
は
よ
り
景
気
を
悪
化
さ

せ
る
」
と
し
て
採
択
を
求
め
た
。

　

一
方
、
自
民
・
公
明
な
ど
は

「
社
会
保
障
の
充
実
に
充
て
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
」
と
し
て
不
採

択
を
主
張
し
、
不
採
択
と
な
っ

た
。

　

７
月
１
日
の
本
会
議
で
も
、
共

産
党
、
つ
な
ぐ
、
共
創
・
国
民
民

主
が
請
願
の
採
択
に
賛
成
し
た
も

の
の
、
他
の
議
員
が
反
対
し
た
た

め
、
不
採
択
と
な
っ
た
。

問
わ
れ
る

維
新
・
立
憲
の
姿
勢

　

消
費
税
増
税
に
よ
る
生
活
へ
の

悪
影
響
を
考
慮
せ
ず
、「
社
会
保

障
財
源
の
た
め
必
要
」
と
し
て
他

の
財
源
を
検
討
せ
ず
に
反
対
す
る

各
会
派
の
態
度
は
問
題
で
あ
る
。

　

中
で
も
維
新
の
会
は
、
参
院
選

公
約
で
「
消
費
税
増
税
に
つ
い
て

反
対
し
ま
す
。（
中
略
）
今
必
要

な
の
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め
る

民
間
消
費
を
上
向
か
せ
る
経
済
政

策
で
あ
り
、
消
費
の
抑
制
と
な
る

消
費
税
増
税
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
請

願
に
反
対
し
て
い
る
。

　

立
憲
民
主
党
も
、
参
院
選
公
約

で
「
10
月
消
費
税
増
税
に
反
対
」

を
主
張
し
、
桜
井
周
衆
議
院
議
員

も
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
街
頭

宣
伝
で
「
消
費
税
増
税
中
止
を
求

め
る
請
願
」
署
名
へ
の
協
力
を
訴

え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
議
会

・
市
会
で
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
党
の
方
針
が
国
政
と
一
致
し

て
い
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
署
名
運

動
や
国
会
議
員
へ
の
要
請
な
ど
で

10
月
消
費
税
増
税
中
止
を
引
き
続

き
訴
え
て
い
く
。

県議会では入江次郎県議（共産党・右２
人目）が紹介議員となり、請願を提出　

神戸市では粟原市議（左）らが
紹介議員を引き受けた　　　　
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「西宮こしき岩アスベスト訴訟」インタビュー

アスベスト飛散防止に向け大きな礎にアスベスト飛散防止に向け大きな礎に

森岡 芳雄 環境・公害
対策部長

聞
き
手

　

森
岡　

訴
訟
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
ま
ず
、
訴
訟
の
お
話
に
入
る

前
に
事
前
情
報
と
し
て
、
ア
ス
ベ

ス
ト
を
吸
い
込
む
と
ど
の
よ
う
な

健
康
被
害
が
起
こ
る
の
か
、
具
体

的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

上
田　

発
ガ
ン
性
物
質
で
あ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
を
吸
い
こ
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
呼
吸
器
疾
患
を
中

心
に
発
症
し
ま
す
。
発
症
ま
で
の

期
間
が
長
く
、
潜
伏
期
間
が
20
〜

50
年
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
皮
腫
、
肺
ガ
ン
、
じ
ん
肺

の
他
に
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
、
胸
膜
癒

着
な
ど
が
あ
り
、
胸
水
貯
留
を
伴

っ
て
く
る
と
呼
吸
困
難
が
強
く
な

り
ま
す
。

　

中
皮
腫
は
、
心
膜
や
ま
れ
に
腹

膜
に
も
発
生
す
る
悪
性
腫
瘍
で
す

が
、
通
常
の
Ｘ
線
検
査
で
は
早
期

発
見
は
困
難
で
す
。
胸
膜
プ
ラ
ー

ク
は
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
証
で
あ

り
、
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る
経
過
観
察

が
重
要
で
す
。
特
に
ア
ス
ベ
ス
ト

製
品
製
造
に
係
わ
っ
て
い
た
人
以

外
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
を
自
覚

し
て
い
る
人
は
非
常
に
少
な
く
、

身
近
な
所
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含

む
建
物
の
解
体
や
震
災
な
ど
で
倒

壊
し
た
建
物
の
近
隣
地
域
で
の
生

活
歴
が
あ
っ
た
場
合
、
不
安
や
心

配
が
あ
れ
ば
検
診
を
受
け
る
際
に

「
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
が
心
配
で

す
」
と
必
ず
自
ら
申
し
出
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

森
岡　

先
生
は
な
ぜ
提
訴
を
決

意
さ
れ
た
の
で
す
か
。

　

上
田　

将
来
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に

よ
る
健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
で

す
。
こ
の
訴
訟
で
は
、
絶
対
に
ア

ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
は
ず

の
建
物
に
つ
い
て
、
役
所
ま
で
も

が
「
ア
ス
ベ
ス
ト
は
な
い
、
調
査

す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
最
後
ま

で
調
査
を
拒
ん
だ
こ
と
で
、
こ
れ

は
裁
判
を
起
こ
し
て
真
実
を
明
ら

か
に
す
る
し
か
な
い
と
決
断
し
ま

し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
と
飛

散
の
証
拠
を
残
す
こ
と
が
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に

重
要
で
す
し
、
提
訴
し
た
時
は
す

で
に
建
物
は
１
棟
し
か
残
っ
て
お

ら
ず
、
健
康
被
害
の
立
証
が
難
し

い
状
況
で
し
た
が
、
違
法
行
為
に

よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。

　

森
岡　

そ
の
裁
判
の
判
決
が
４

月
16
日
に
出
さ
れ
、
原
告
側
の
損

害
賠
償
請
求
は
棄
却
さ
れ
た
一
方

で
、
原
告
側
の
主
張
を
一
部
認
め

る
判
断
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

判
決
に
対
す
る
評
価
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

上
田　

判
決
で
は
、
建
物
の
詳

細
を
示
す
設
計
図
書
の
重
要
性
を

認
め
、
行
政
に
は
積
極
的
な
調
査

義
務
が
あ
る
と
い
う
原
告
の
主
張

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
、

行
政
が
耳
を
傾
け
よ
う
と
し
な
か

っ
た
事
柄
で
、
今
後
の
ア
ス
ベ
ス

ト
飛
散
防
止
の
改
善
に
向
け
て
大

き
な
礎
と
な
る
判
決
で
す
。
判
決

の
評
価
は
勝
敗
だ
け
で
は
な
い
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

森
岡　

行
政
側
の
調
査
義
務
を

認
め
る
判
決
内
容
と
な
っ
た
こ
と

は
重
要
で
す
ね
。
し
か
し
、
判
決

で
は
健
康
被
害
に
多
大
な
悪
影
響

を
及
ぼ
す
、
飛
散
性
の
高
い
レ
ベ

ル
１
・
２
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い

て
は
言
及
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

上
田　

そ
う
で
す
。
ア
ス
ベ
ス

ト
レ
ベ
ル
１
・
２
が
そ
れ
ぞ
れ
約

10
カ
所
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何

の
対
策
も
な
い
ま
ま
解
体
さ
れ
ま

し
た
。
健
康
被
害
の
立
証
が
難
し

い
と
は
い
え
、
レ
ベ
ル
１
・
２
の

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に
対
す
る
違
法

行
為
（
注
２　

レ
ベ
ル
１
・
２
の

除
去
方
法
は
、
後
述
の
『
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
』
に
準
ず

る
）
に
つ
い
て
厳
し
い
判
断
を
下

し
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ス
ベ
ス
ト
問
題
は
、
ク
ボ

タ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
多
く
の

建
物
が
倒
壊
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
へ
と
環
境
曝

露
の
要
素
が
強
く
な
り
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
が

広
範
囲
に
及
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
先
生
は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
ア
ス
ベ

ス
ト
曝
露
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時

の
飛
散
状
況
は
ど
れ
ほ
ど

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

兵
庫
県
は
「
健
康
被
害
が

出
る
ほ
ど
の
濃
度
で
は
な

か
っ
た
」
な
ど
と
あ
ま
り

問
題
視
し
て
い
な
い
よ
う

で
す
が
。

　

解
体
工
事
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
に
つ
い
て
行
政
と
業
者
の
責

任
を
問
う
た
「
西
宮
こ
し
き
岩
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
」（
注
１
）
の
判

決
が
４
月
16
日
に
神
戸
地
裁
で
あ
り
、
今
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防

止
に
向
け
て
大
き
な
礎
と
な
る
判
決
が
出
さ
れ
た
。
協
会
環
境
・
公

害
対
策
部
は
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
予
防
の
観
点
か
ら
、
同

訴
訟
を
支
援
し
て
き
た
。
こ
の
訴
訟
の
母
体
で
あ
る
団
体
「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト
西
宮
」
代
表
で
同
訴
訟
原
告
団
団
長
を
務
め

る
協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
員
の
上
田
進
久
先
生
に
今
回
の
判
決
の

意
義
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、
森
岡
芳
雄
協
会
環
境
・
公
害
対
策

部
長
が
話
を
伺
っ
た
。

2016年に提訴した際の記者会見（中央が上田先生）
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評議員･予備評議員選挙の公示評議員･予備評議員選挙の公示

兵庫県保険医協会 歯科部会兵庫県保険医協会 歯科部会

理事長　　西山　裕康

　協会規約第31条の２及び協会役員等選出規定の第３条の２により、評
議員・予備評議員（歯科）選挙の公示を行います。

【役職】
評議員・予備評議員
　兵庫県保険医協会規約　第32条
「評議員は、本会の方針に沿い、
各支部又は歯科部会の活動の中心
となる。
　２．評議員は各支部又は歯科部
会を代表し、所属する会員の意見
を集約し評議員会に反映する。
　３．予備評議員は、評議員を補
佐するとともに、評議員会に評議
員欠席の際には評議員として出席

する。」
【任期】２年
【改選日】
　８月17日（土）2019年度第３回
歯科部会
【立候補日時締切】
　８月10日（土）正午
【立候補届出の方法】
　立候補希望者は、協会事務局ま
でお申し出ください。用紙をお届
けします。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　８月４日（日）17時30分～（歯科定例研究会終了後の開催です）
会　場　Days Kitchen（協会から徒歩２分）
会　費　5,000円　　定　員　30人（定員になり次第締切）
　定例研究会にご参加でない先生も歓迎。事前にお申し込みください。

歯科会員納涼会
～定例研究会講師の舘村卓先生を囲んで～

歯科定例研究会

３つのキーフレーズで考える摂食嚥下障害への対応
日　時　８月４日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　一般社団法人TOUCH／TOUCH口腔機能回復センター代表
　　　　舘村　卓先生

淡路歯科会員懇談会
日　時　８月24日（土）18時20分～20時30分
会　場　洲本市文化体育館２階会議室
◎「歯科診断力」スキルアップセミナー
　『口腔がんの診断のポイントと病診連携』
講　師　県立淡路医療センター歯科・歯科口腔外科部長　石田　佳毅先生
◎歯科社保・審査、指導対策懇談会
　『最近の指導での指摘事項と、Ｐ治療の流れ』
話題提供　協会副理事長　伊丹市・かわむら歯科　川村　雅之先生
※終了後、懇親会あり（会費6000円）

行
政
の
調
査
義
務
認
め
る
判
決

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に
対
し
て

自
治
体
は
責
任
を
果
た
す
べ
き

　

森
岡　

日
本
で
は
健
康
被
害
の

発
生
が
あ
っ
て
、
被
害
者
が
そ
の

環
境
汚
染
と
発
症
と
の
因
果
関
係

を
証
明
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
非
常
に
遅
れ
た
状
況
に
あ
る
こ

と
は
許
せ
な
い
こ
と
で
す
ね
。
こ

の
判
決
を
受
け
、
飛
散
防
止
に
向

け
て
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

上
田　

解
体
が
予
定
さ
れ
て
い

る
す
べ
て
の
建
物
に
つ
い
て
責
任

を
持
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
を

行
う
こ
と
で
す
。
現
在
、
解
体
業

者
は
費
用
を
浮
か
せ
る
た
め
に
き

ち
ん
と
調
査
を
行
わ
ず
、
ア
ス
ベ

ス
ト
が
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
て
も

そ
の
ま
ま
何
ら
対
策
を
施
す
こ
と

な
く
解
体
す
る
こ
と
が
横
行
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
く
の
自
治

体
で
は
業
者
が
届
け
出
た
場
所
以

外
に
は
関
与
し
な
い
と
い
う
態
度

を
取
っ
て
い
る
の
で
、
業
者
に
よ

る
ア
ス
ベ
ス
ト
隠
し
が
あ
っ
た
と

し
て
も
行
政
に
は
責
任
が
な
い
と

い
う
主
張
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
た
び
の
判
決
で

は
、
住
民
の
健
康
や
命
を
守
る
と

い
う
大
気
汚
染
防
止
法
の
趣
旨
に

則
し
て
行
政
は
調
査
権
限
を
積
極

的
に
行
使
す
べ
き
と
し
、
ま
た
ア

ス
ベ
ス
ト
使
用
の
有
無
の
判
断
材

料
と
し
て
、
設
計
図
書
の
重
要
性

を
明
示
し
ま
し
た
。
解
体
現
場
に

住
民
は
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
住
民
は
そ
の
権
限
を
行
政

に
付
与
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ

を
行
使
し
な
け
れ
ば
現
場
は
無
法

地
帯
と
化
し
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
へ
対
策
を

　

森
岡　

自
治
体
が
責
任
を
も
っ

て
調
査
を
行
う
よ
う
に
住
民
が
目

を
光
ら
せ
て
監
視
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
ね
。
兵
庫
県
に
お
け
る
ア
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医療法人の運営と税務の留意点医療法人の運営と税務の留意点
～設立から解散・継承まで～～設立から解散・継承まで～

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

上
田　

震
災
直
後
、
当
時
の
環

境
庁
が
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
測
定
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
う
ち
白
石
綿
濃
度
だ
け
の

測
定
で
し
た
。
飛
散
し
や
す
く
発

ガ
ン
性
も
強
く
、
白
石
綿
の
約
５

倍
の
危
険
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
青
石
綿
や
茶
石
綿
は
測
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
建
物
が

倒
壊
し
ま
し
た
が
、
鉄
筋
鉄
骨
の

ビ
ル
に
は
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

が
あ
り
、
そ
の
多
く
は
青
石
綿
や

茶
石
綿
が
高
濃
度
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去

に
は
厳
格
な
対
策
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
（
注
２
）、
当
時

の
観
察
記
録
に
よ
れ
ば
、
散
水
も

せ
ず
に
シ
ー
ト
も
か
け
ず
に
解
体

を
行
い
、
作
業
員
や
住
民
は
マ
ス

ク
も
着
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

震
災
直
後
の
混
乱
し
た
状
況
の
中

と
は
い
え
、
想
像
を
絶
す
る
ア
ス

ベ
ス
ト
曝
露
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
白
石
綿
濃
度

測
定
値
だ
け
が
、
独
り
歩
き
し

て
、「
飛
散
は
あ
っ
た
が
、
健
康

に
影
響
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
」
と

の
誤
っ
た
認
識
が
既
成
概
念
と
な

っ
て
今
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　

森
岡　

 

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

疾
患
は
潜
伏
期
間
が
長
く
、
そ
の

被
害
を
見
つ
け
る
た
め
の
検
診
・

検
査
体
制
は
現
在
に
い
た
る
ま
で

あ
ま
り
で
き
て
い
ま
せ
ん
ね
。

　

上
田　

国
や
自
治
体
は
、
被
災

地
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
と

健
康
被
害
に
つ
い
て
、
一
度
も
公

式
見
解
を
示
し
て
お
ら
ず
、
震
災

に
関
連
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被

害
に
対
す
る
調
査
や
検
診
は
全
く

な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
春

に
、
被
災
地
で
１
カ
月
間
勤
務
し

た
警
察
官
が
中
皮
腫
で
亡
く
な
っ

た
こ
と
が
新
聞
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
危
惧
し
て
い
た
こ
と
が
現
実

と
な
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。

　

行
政
は
被
災
地
で
解
体
除
去
に

従
事
し
た
作
業
員
や
地
域
住
民
、

全
国
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
さ
ら
に
被
災
地
を

奔
走
し
た
公
務
員
な
ど
、
ハ
イ
リ

ス
ク
に
該
当
す
る
人
た
ち
へ
の
注

意
喚
起
と
検
診
を
呼
び
か
け
る
べ

き
で
す
。

　

正
確
に
い
え
ば
、
集
団
検
診
で

あ
る
肺
ガ
ン
検
診
で
は
な
く
、
ハ

イ
リ
ス
ク
の
人
た
ち
を
登
録
し
て

行
う
実
態
調
査
と
追
跡
調
査
が
重

い
ま
す
。
兵
庫
県
と
し
て
は
、
中

皮
腫
死
亡
者
数
が
多
い
大
阪
府
や

神
奈
川
県
、
東
京
都
な
ど
と
協
力

し
て
、
試
行
調
査
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

試
行
調
査
を
続
け
る
に
あ
た
っ

て
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
と
し

て
、
中
皮
腫
は
早
期
発
見
し
て
も

予
後
が
不
良
で
あ
る
こ
と
や
、
医

療
被
曝
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
も
そ
も
、
集
団
検
診

で
あ
る
ガ
ン
検
診
で
は
、
疾
患
に

よ
り
適
・
不
適
が
あ
り
ま
す
。
中

皮
腫
の
発
見
に
は
胸
部
Ｘ
線
検
査

を
主
体
と
す
る
肺
ガ
ン
検
診
を
窓

口
と
す
る
現
行
の
体
制
は
問
題
が

あ
り
、
Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
る
方
が

良
い
と
専
門
家
は
言
っ
て
い
ま

す
。
医
療
被
曝
に
つ
い
て
は
、
機

器
の
進
歩
も
著
し
く
、
ハ
イ
リ
ス

ク
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
行
え
ば
、

　

森
岡　

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
と
は

別
で
す
が
検
診
に
関
し
て
は
、
環

境
省
が
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
者
の
健

康
管
理
を
検
討
す
る
た
め
に
数
カ

所
の
自
治
体
に
委
託
し
て
、
住
民

の
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
を
行
う

「
石
綿
ば
く
露
者
の
健
康
管
理
に

係
る
試
行
調
査
」
を
行
い
、
県
内

で
も
６
市
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
試
行
調
査
に
つ
い
て
見

直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
。

　

上
田　

一
番
問
題
な
の
は
試
行

調
査
が
来
年
３
月
で
５
年
間
の
区

切
り
を
迎
え
、
終
了
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
で
す
。
神
戸
市
や
西

宮
市
は
、
早
々
と
中
止
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。
試
行
調
査

は
調
査
方
法
な
ど
に
問
題
が
あ
る

と
は
言
え
、
決
し
て
中
止
さ
せ
て

は
な
ら
ず
、
堂
々
と
「
ア
ス
ベ
ス

ト
検
診
」
と
言
え
る
検
査
体
制
に

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
集
団
検

診
で
あ
る
肺
ガ
ン
検
診
と
は
区
別

し
て
、
低
線
量
Ｃ
Ｔ
検
査
を
主
体

と
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。
決

し
て
集
団
健
診
と
混
同
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

森
岡　

最
後
に
、
今
後
、
先
生

が
取
り
組
ま
れ
た
い
活
動
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

上
田　

ま
ず
は
解
体
に
伴
う
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
と
し

て
、
こ
の
裁
判
で
示
さ
れ
た
こ
と

を
活
用
し
て
、
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
に
注
力
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
は
行
政
や
議
会
を

は
じ
め
市
民
の
力
が
必
要
で
す
。

中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
石
綿
関
連
法
規

制
の
抜
本
改
正
を
求
め
て
、
署
名

を
集
め
て
い
ま
す
（
左
）。
ま
ず

こ
ち
ら
に
ご
協
力
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
検
証
と
、
二

次
的
健
康
被
害
の
実
態
調
査
を
行

う
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
相
次
ぐ
都
市
型

災
害
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

の
教
訓
と
し
て
も
、
そ
の
重
要
性

注
１　

西
宮
こ
し
き
岩
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟　

旧
夙
川
学
院

短
期
大
学
（
西
宮
市
甑
岩

町
）
の
校
舎
解
体
で
ア
ス
ベ

ス
ト
が
飛
散
し
、
将
来
の
健

康
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と
し

て
、
周
辺
住
民
ら
が
、
西
宮

市
や
解
体
業
者
と
開
発
業
者

に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟

で
、
２
０
１
６
年
に
提
訴
し

た
。
協
会
、
西
宮
・
芦
屋
支

部
も
こ
の
訴
訟
を
支
援
し

た
。

注
２　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
の
除
去
方
法　

部
屋
を
密

閉
し
て
陰
圧
に
保
ち
、
作
業

員
は
特
別
の
防
護
服
と
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
手
作
業
で
剥

ぎ
取
り
除
去
す
る
と
い
う
厳

格
な
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。

【うえだ　のぶひさ】
1949年、生まれ。1975年、和歌山県立医科大学卒業。
その後、大阪大学微生物病研究所附属病院外科（現、
大阪大学外科学講座乳腺内分泌外科）、新千里病院に勤
務。2016年４月 「ストップ・ザ・アスベスト西宮」を
設立

上田 進久先生「ストップ・ザ・アスベスト
西宮」代表

　不明熱は総合診療医の診断推論能力を最も試される分野の一つであ
る。不明熱診療において最も重要なことは、「普段からの“不明熱化”
の予防」と「不明熱の理解」、そして「不明熱の診断」である。
・ 普段から問診・診察を重んじ、曖昧な臨床情報を明確化することで
「不必要な不明熱化」を減らす。
・ あいまいな診断のもとでの抗菌薬・ステロイド治療を行わないこと
で、「不必要な不明熱」を生み出すことを避ける。

・ 不明熱の定義を理解するとともに、その定義に当てはまる前から不明
性を有する発熱患者を「不明熱」と認識するように心がける。
・ 不明熱と認識した際に、患者の持つ病歴・身体兆候を網羅し、「発熱
＋α」の情報を拾い上げるとともに、不明熱となりやすい疾患頻度を
知り、それぞれの疾患から想起される症状や所見の有無を整理する。
・ ただ闇雲に検査をオーダーすることなく、診断に必要となる検査を取
捨選択して行い、診断精度を高める。
本レクチャーでは主に「普段からの“不明熱化”の予防」と「不明熱の
理解」について論じる。 【佐田　記】

日　時　８月24日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　天理よろづ相談所病院　総合診療教育部　佐田　竜一先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

「よくわからない熱」を「不明熱」にまで
厳選するためのアプローチ

第555回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

日　時　８月24日（土）14時30分～17時　　会　場　協会６階会議室
講　師　坂本税理士事務所　税理士　坂本　麻生先生
参加費　3000円（医経研会員は無料）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805 税経部まで

●医院経営研究会 ８月例会

石綿関連法規の抜本改正を
 求める署名にご協力を

署名の追加注文は、☎078－393－1807まで

　石綿による健康
被害のない社会を
実現するため、石
綿関連法規の抜本
的な改正が求めら
れています。
　中皮腫・じん肺
・アスベストセン
ターなどは「石綿
関連法規の抜本改
正を求める署名」
に取り組んでお
り、協会環境・公
害対策部もこの署
名に協力していま
す。
　署名は月刊保団
連８月号に同封し
ています。集まった署名は協会までご返送ください。ぜひ
ご協力お願いいたします。

要
で
す
。
行
政
の
現
職
員
は
震
災

の
記
憶
も
も
は
や
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
と
も
、
当
時
の
資

料
に
基
づ
い
て
科
学
的
に
検
証
し

て
、
実
際
の
曝
露
状
況
を
把
握
す

る
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

試
行
調
査
の
継
続
で

飛
散
防
止
対
策
の
強
化
を

を
認
識
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

森
岡　

今
回
の
裁
判
で
の
判
決

を
生
か
し
て
今
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
予
防
の
活
動
を
先
生
に
は
リ

ー
ド
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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６
月
29
日
に
兵
庫
県
保
険
医
協

会
主
催
の
「
勤
務
医
の
た
め
の
開

業
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
さ
せ
て
い

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と

を
常
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、

こ
の
よ
う
な
事
務
的
な
話
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
こ
と
や
近
所
と
の

お
付
き
合
い
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と

を
話
さ
れ
た
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
が
待
っ

て
お
ら
れ
る
時
に
は
な
か
な
か
難

し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く

と
で
す
。

　

相
手
が
話
さ
れ
て
い
る
時
に
大

き
く
話
に
乗
っ
て
聞
い
て
あ
げ

て
、
そ
の
あ
と
こ
ち
ら
か
ら
「
○

○
さ
ん
、
で
は
来
週
お
待
ち
し
て

い
ま
す
ね
」
な
ど
未
来
の
こ
と
を

伝
え
る
よ
う
に
す
る
と
、
相
手
の

方
も
満
足
し
て
お
話
を
終
わ
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

私
は
こ
の
方
法
に
と
て
も
感
心

し
、
驚
き
ま
し
た
。
今
ま
で
、
会

話
に
満
足
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

相
手
に
主
導
権
を
持
た
せ
て
あ
げ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。

　

こ
れ
が
で
き
れ
ば
他
の
方
を
お

待
た
せ
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

り
、
よ
り
公
平
で
質
の
高
い
満
足

を
患
者
さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

ぜ
ひ
実
践
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
三
田
市
・
前
橋
内
科
循
環
器
科

医
院
・
受
付 

辻
尾　

麻
里
】

　

最
初
に
今
回
、
研
修
の
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
実
例
を

基
に
分
か
り
や
す
い
講
義
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
講
師
の
先
生
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

た
。〝
標
準
予
防
策
は
自
分
の
判

断
で
行
う
も
の
で
あ
る
〞
と
聞

き
、
私
自
身
の
判
断
の
甘
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
に
お
け
る
標
準
予
防

策
は
す
べ
て
の
患
者
・
医
療
者

（
医
療
機
関
で
働
く
す
べ
て
の

人
）・
来
訪
者
を
感
染
の
危
機
か

ら
守
り
、
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
そ
の
基
本
を
手
洗

い
と
し
ま
す
。
こ
の
手
洗
い
は
流

水
と
石
け
ん
だ
け
で
行
っ
て
も
十

分
な
除
菌
効
果
が
得
ら
れ
な
い
た

め
、
擦
式
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
を
用

い
た
手
洗
い
が
最
も
効
果
的
で
あ

　

今
回
の
研
修
の
大
半
は
手
指
衛

生
の
重
要
性
に
つ
い
て
で
し
た
。

私
は
診
療
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す

が
、
日
々
の
業
務
の
中
で
〝
正
し

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
正
し
い
手
洗

い
〞
を
し
て
い
る
か
と
問
わ
れ
る

と
、
で
き
て
い
る
と
自
信
を
持
っ

て
答
え
ら
れ
な
い
な
と
思
い
ま
し

を
断
つ
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
正

し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
正
し
い
手

洗
い
で
あ
る
〞
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
標
準
予
防
策
を
行
う
上

で
必
要
な
個
人
防
護
具
を
選
択
し

使
用
す
る
こ
と
や
、
薬
剤
耐
性
問

題
に
つ
い
て
も
解
説
が
あ
り
、
日

々
の
業
務
を
振
り
返
り
な
が
ら
考

え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
、
反
省
点
を
行
動
変
容
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
姫
路
市
・
小
嶋
診
療
所
・
ス
タ

ッ
フ 

　

宇
都
宮
寛
子
】

る
こ
と
が
、
実
例
を
基

に
し
た
実
験
結
果
で
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
私
に
と

っ
て
手
洗
い
の
重
要
性

を
意
識
す
る
動
機
づ
け

に
な
り
ま
し
た
。〝
感

染
や
汚
染
の
伝
播
経
路

り
お
話
し
し
て
相
手

の
方
に
満
足
し
て
も

ら
お
う
と
思
い
、
聞

き
役
に
徹
す
る
た
め

に
話
が
よ
り
長
く
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
が
た
び
た
び
あ

り
、
頭
を
悩
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
で

は
、
講
師
の
松
田
先

生
か
ら
「
チ
ェ
ン
ジ

オ
ブ
ペ
ー
ス
」
と
い

う
方
法
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
相
手
の
ペ
ー

ス
を
自
分
の
ペ
ー
ス

に
変
え
る
と
い
う
こ

　

協
会
は
６
月
29
日
、
協
会
会
議
室
で
「
勤
務
医
の
た
め
の
開
業

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
三
田
市
の
南
地
内
科
院
長
の
南
地
克
洋
先

生
ら
を
講
師
に
、
開
業
を
考
え
る
勤
務
医
や
家
族
な
ど
３
人
が
参

加
し
た
。
福
田
雄
一
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

神
戸
支
部
は
６
月
８
日
、
協
会

会
議
室
で
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ

ー
中
央
市
民
病
院
副
院
長
・
脳
神

経
内
科
部
長
の
幸
原
伸
夫
先
生
を

講
師
に
臨
床
研
究
会
「
日
常
診
療

で
役
立
つ
麻
痺
や
し
び
れ
の
み
か

た
」
を
開
催
。
医
師
・
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
ら
63
人
が
参
加
し

た
。
司
会
を
務
め
た
武
富
雅
則
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
６
月
15
日
、
三
田
市
内
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
松
田
幸
子
先
生
を
講
師
に
招
き
、
接
遇
研
修
会

「
思
い
や
り
の
心
を
伝
え
る
応
対
〜
ク
レ
ー
ム
応
対
も
含
む
〜
」
を

開
催
。
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
ら
25
人
が
参
加
し
た
。
前
橋
内
科
循

環
器
科
医
院
受
付
の
辻
尾
麻
里
氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
６
月
22

日
、
姫
路
市
内
で
医
療
安
全
管
理

研
修
会
「
外
来
に
お
け
る
院
内
感

染
対
策
」
を
開
催
。
姫
路
赤
十
字

病
院
・
感
染
管
理
認
定
看
護
師
の

八
瀬
和
佳
恵
氏
が
講
師
を
務
め
、

医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に

49
人
が
参
加
し
た
。
小
嶋
診
療
所

ス
タ
ッ
フ
の
宇
都
宮
寛
子
氏
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

た
だ
き
ま
し
た
。
開
業
さ
れ
た
講

師
の
先
生
か
ら
の
生
の
声
や
、
策

定
と
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
、
資
金
や

に
教
え
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

少
人
数
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ

た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方

々
に
個
人
的
に
も
多
く
の
質
問
を

で
き
た
の
で
か
な
り
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
何
が
目
的
で

自
分
が
開
業
と
い
う
方
向
に
行
く

の
か
、
診
療
だ
け
で
な
く
経
営
に

も
関
わ
ら
な
い
と
い
け
な
く
な

り
、
勤
務
医
の
と
き
は
考
え
な
く

て
良
か
っ
た
多
く
の
こ
と
に
も
目

を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
理
想
と
現
実
で
は
差
が

起
こ
る
こ
と
も
今
後
多
々
あ
る
か

と
思
う
の
で
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
得
た
知
識
を
使
い
な
が
ら
、
今

後
の
診
療
や
自
分
の
将
来
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と
し
た
も

の
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー

が
あ
れ
ば
、
時
間
が
あ
る
と
き
は

ま
た
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
自
分
が
開
業
し
た
と

き
は
自
分
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

機
会
が
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
セ
ミ

ナ
ー
で
他
の
方
々
に
お
伝
え
で
き

　

神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央

市
民
病
院
副
院
長
、
脳
神
経
内
科

の
幸
原
伸
夫
部
長
先
生
よ
り
日
常

診
療
で
遭
遇
す
る
脳
神
経
内
科
の

病
気
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を
た
ま

わ
っ
た
。

　

ま
ず
神
経
疾
患
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
と
し
て
問
診
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
診
察
室
に
入
っ
て
く
る
歩
行

状
態
、
話
し
方
に
つ
い
て
も
注
意

を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

特
に
神
経
疾
患
の
３
分
間
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
診
察
、
①
喋
り
方
・

表
情
・
姿
勢
の
観
察
、
②
し
び
れ

が
あ
れ
ば
そ
の
領
域
、
③Barre

兆
候
の
有
無
、
④
前
腕
の
回
内
外

試
験
、
⑤
万
歳
・
し
ゃ
が
み
立
ち

・
つ
ま
先
立
ち
・
踵
立
ち
、
⑥

Romberg

兆
候
の
有
無
、
⑦
歩
行

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
勤
務
医　

福
田　

雄
一
】

の
観
察
（
開
脚
、
ひ
き
ず
り
、
痙

性
な
ど
）、
⑧
継
ぎ
足
歩
行
、
⑨

膝
蓋
腱
反
射
は
、
簡
潔
に
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
日
常
診
療
で
非
常
に

役
立
つ
。
講
演
の
際
、
実
際
に

Youtube

の
動
画
を
見
せ
て
い
た

だ
き
症
状
が
理
解
し
や
す
か
っ

た
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
だ
け
で

な
く
症
状
や
所
見
な
ど
が
手
軽
に

Youtube

で
閲
覧
で
き
る
こ
と
は

あ
り
が
た
い
。

　

地
域
か
ら
紹
介
さ
れ
る
症
状
の

ベ
ス
ト
５
は
、
①
頭
痛
、
②
め
ま

い
・
ふ
ら
つ
き
、
③
手
足
の
し
び

れ
、
④
四
肢
の
麻
痺
・
運
動
障

害
、
⑤
認
知
症
に
集
約
さ
れ
る
そ

う
で
あ
る
。
特
に
頭
痛
、
め
ま

い
、
ふ
ら
つ
き
、
手
指
の
し
び
れ

な
ど
の
訴
え
は
日
常
診
療
で
多
く

遭
遇
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
は
多
種

多
様
の
病
気
が
含
ま
れ
る

が
、
極
限
ま
で
端
的
に
言

い
換
え
る
と
、
急
性
発
症

は
、
重
篤
な
疾
患
が
含
ま

れ
て
い
る
可
能
性
が
高

く
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

紹
介
す
べ
き
で
あ
る
と
自

分
自
身
は
理
解
し
た
。

　

非
常
に
簡
明
で
分
か
り

や
す
く
、
現
在
で
は
日
常

診
療
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
紙
面
を

お
借
り
し
て
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【
中
央
区　
武
富　

雅
則
】

経
営
の
収
支
な

ど
、
多
く
の
知

識
を
短
時
間
で

得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま

た
講
師
の
先
生

と
は
休
憩
時
間

に
も
個
人
的
に

質
問
す
る
機
会

も
あ
り
、
丁
寧

保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

共済制度・税務・
経営・融資　　　
078－393－1805

指導相談　
研究会活動

078－393－1840

医科　入会　　
開業相談・文化
078－393－1817

歯　科

078－393－1809

政策・新聞・反核
平和・環境公害　
078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

診療報酬算定・減点返戻　　078－393－1803
受付時間　平日　10時～12時、14時～17時

感 想 文

感 想 文

自分の経験を踏まえつつ開業
する際の重要なポイントを話
す南地先生　　　　　　　　

グループごとにクレーム対応など接遇を学んだ

将
来
の
た
め
の

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

接
遇
で
は「
チ
ェ
ン
ジ

オ
ブ
ペ
ー
ス
」が
大
切

勤
務
医
の
た
め
の
開
業
セ
ミ
ナ
ー

北
摂
・
丹
波
支
部　

接
遇
研
修
会

北
摂
・
丹
波
支
部　

接
遇
研
修
会

感 想 文

感 想 文

手
洗
い
の
重
要
性

改
め
て
意
識

日
常
診
療
で
役
に
立
つ

神
経
疾
患
の
見
分
け
方

姫
路
・
西
播
支
部　

医
療
安
全
管
理
研
修
会

姫
路
・
西
播
支
部　

医
療
安
全
管
理
研
修
会

神
戸
支
部　

臨
床
研
究
会

神
戸
支
部　

臨
床
研
究
会

手洗いなど院内感染対策
について講演する八瀬氏

63人の参加者で会場はいっぱいになった

勤務医の先生方へ

住所・勤務先変更は協会までご連絡を

連絡先は、☎078－393－1817 組織部

　自宅住所・電話番号・勤務先などを変
更された勤務医会員の先生は、事務局ま
でご連絡ください。

　

私
は
診
療
所
で
受
付
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ご
高
齢
の
方
も
多
い

た
め
、
検
査
や
予
約
、
診
察
の
案

内
を
す
る
た
め
の
必
要
な
情
報
を

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

池
村　

幸
男
先
生

加
古
川
市　

内
科

６
月
15
日 

享
年
86
歳
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糖
尿
病
合
併
症
の
た
め
右
足
首

の
一
部
を
切
断
す
る
事
態
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
療
養
所
に
入
所

し
、
移
動
は
車
椅
子
に
頼
っ
て
い

る
。
介
護
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ざ

自
分
が
介
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
い
ろ
い
ろ
思
う
と
こ
ろ
が
出

て
く
る
。

　

移
動
が
車
椅
子
頼
み
だ
と
ほ
と

ん
ど
部
屋
か
ら
出
ず
、
事
実
上
の

引
き
こ
も
り
状
態
で
あ
る
。
引
き

こ
も
り
と
い
う
の
は
精
神
上
非
常

に
良
く
な
い
状
態
で
あ
る
と
、
学

生
時
代
の
精
神
科
の
講
義
で
叩
き

込
ま
れ
た
。
統
合
失
調
症
の
前
駆

症
状
と
し
て
引
き
こ
も
り
状
態
に

な
る
と
の
こ
と
。

　

精
神
科
の
ポ
リ
ク
リ
で
、
進
行

し
た
統
合
失
調
症
患
者
は
、
個
室

と
い
う
よ
り
も
独
房
と
い
う
べ
き

部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。

軽
症
の
統
合
失
調
症
は
学
生
の
ポ

リ
ク
リ
の
相
手
を
さ
せ
ら
れ
、
よ

く
し
ゃ
べ
る
人
も
い
た
。
進
行
し

た
人
は
部
屋
の
片
隅
に
う
ず
く
ま

り
、
終
始
無
言
で
あ
っ
た
。
学
生

時
代
、
統
合
失
調
症
は
ま
ず
引
き

こ
も
る
と
教
え
ら
れ
た
。

　

今
年
川
崎
市
登
戸
で
発
生
し

た
、
20
名
殺
傷
の
後
犯
人
が
自
殺

し
た
事
件
で
も
、
犯
人
は
お
じ
夫

婦
と
同
居
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
引
き

こ
も
り
状
態
で
あ
っ
た
と
推
定
で

き
る
。
統
合
失
調
症
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
本
人
死
亡
の
た
め
、
不

明
で
あ
る
。

　

こ
う
い
う
引
き
こ
も
り
の
人
に

は
統
合
失
調
症
な
ど
の
疾
患
が
潜

伏
し
て
い
る
こ
と
も
良
く
あ
る
よ

う
だ
が
、
正
確
な
診
断
に
は
精
神

科
専
門
医
で
な
い
と
困
難
な
よ
う

だ
。
精
神
科
医
の
数
は
現
在
の
日

本
で
は
非
常
に
不
足
し
て
お
り
、

病
院
や
診
療
所
に
駐
在
す
る
人
数

さ
え
少
な
く
、
回
診
で
き
る
人
員

も
少
な
い
。
そ
れ
に
精
神
医
療
へ

の
偏
見
が
実
施
を
妨
げ
る
。

　

現
在
、
少
年
期
の
引
き
こ
も
り

を
助
長
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、

野
外
活
動
の
減
少
、
家
庭
で
の
ゲ

ー
ム
の
普
及
、
学
習
塾
の
増
加
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
の
少
年

期
に
は
海
岸
で
よ
く
遊
ん
だ
が
、

現
在
は
海
岸
が
ど
ん
ど
ん
埋
め
立

て
ら
れ
、
立
ち
入
り
禁
止
の
工
業

地
帯
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。
海
岸

線
は
一
部
の
大
企
業
の
も
の
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
国
民
の
共
有
財

産
で
あ
り
、
こ
の
考
え
は
特
に
少

年
期
の
教
育
に
は
大
切
で
あ
る
。

遊
ん
で
い
な
い
で
学
習
塾
へ
行
け

と
い
う
の
だ
ろ
う
が
、
自
然
に
触

れ
合
う
の
は
楽
し
い
も
の
だ
。

　

私
は
移
り
気
な
性
格
な
の
で
、

一
日
中
同
じ
こ
と
ば
か
り
す
る
の

は
得
意
で
は
な
い
。
仕
事
で
も
気

分
転
換
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
例

え
怠
け
者
だ
と
言
わ
れ
よ
う
が
、

一
日
中
同
じ
こ
と
に
打
ち
込
む
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

気
分
転
換
に
は
趣
味
が
最
適
で

あ
る
。
趣
味
が
悪
い
と
い
う
表
現

が
あ
る
が
、
例
え
そ
れ
が
ギ
ャ
ン

ブ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
な
け
れ
ば
良
い
。

私
の
主
観
で
は
、
自
然
に
親
し
む

の
が
一
番
良
い
趣
味
で
あ
る
。
少

年
時
代
に
適
切
に
自
然
に
親
し
む

感
覚
を
身
に
つ
け
る
と
、
水
俣
病

の
よ
う
な
公
害
を
撒
き
散
ら
し
て

も
良
い
、
と
い
う
感
覚
は
形
成
さ

れ
に
く
い
だ
ろ
う
。
公
害
に
目
を

つ
ぶ
り
、
大
資
本
の
利
益
の
み
追

求
す
る
よ
う
な
考
え
方
に
は
、
少

年
期
の
自
然
へ
の
接
し
方
の
影
響

も
大
き
い
と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
引
き
こ
も
り
が
悪
影

響
を
及
ぼ
す
の
か
、
実
証
的
に
確

認
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
筆

者
は
否
定
的
な
考
え
で
あ
る
。

員員 稿稿
会 投

引
き
こ
も
り

明
石
市　
　

池
本　

恒
彦

こ
の
よ
う
な
方
に

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
！

資産運用は
利率と安定性と

使い勝手のよさだな
死亡保障は
安いほどいい

病気やケガで
休んだ時の
備えがほしい

医事紛争の
備えは必須

損害保険も
安くしたい 選

ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
保
険
に
入
っ
た
か
ら

整
理
が
つ
か
な
い

保険医年金

積立年金DefL
（デフエル）

選選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あ
っ
ちちち
こ
っ
ち
で
保保
険
に
入
っ
た
か
ら

協
会
の
共
済
は
ご
加
入
内
容
を
ま
と
め
て
管
理
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

協会グループ保険

新グループ保険

休業保障制度

所得補償保険

医師賠償
責任保険

団体割引の
自動車保険、
火災保険

医療保険、ガン保険

保険医協会保険医協会のの共済制度共済制度ドクターを支えるドクターを支える

協会の共済制度をお勧めします！　 お問合わせは共済部まで　☎ 078-393-1805

第28回日常診療経験交流会

メインテーマ「日常診療の原動力～この10年、これからの10年」

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日　時　10月27日（日）10時～17時（分科会は10時～14時）
会　場　神戸市産業振興センター（ハーバーランド内）
テーマ　 メインテーマ、日常診療、在宅・地域医療、病診・診診連

携、医科・歯科・薬科の連携・工夫、震災関連など
発表方法　14分（発表10分、質疑４分）※スライド10枚程度
応募締切　８月16日（金）まで

分科会・演題発表の募集分科会・演題発表の募集

第28回日常診療経験交流会・プレ企画（薬科部共催）

日　時　８月３日（土）17時～19時
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　籏野梨恵子氏（栄養教諭・管理栄養士／福島県伊達市在住）
司　会　広川恵一先生（広川内科クリニック）
　　　　滝本桂子先生（薬局リベルファーマシー）
※19時30分より同会場で、みなとこうべ海上花火大会観賞会を開催

子どもの食の現場／飯舘村の食とくらし子どもの食の現場／飯舘村の食とくらし
－原発災害の中で－－原発災害の中で－

医科保険請求

〈在宅患者に対する訪問薬剤管理指導〉

Ｑ１　在宅で療養を行っている患
者に対して、診療に基づき計画的
な医学管理を継続して行い、自院
の薬剤師が訪問して薬学的管理指
導を行った場合、どのような点数
が算定できるのか。
Ａ１　在宅患者訪問薬剤管理指導
料を算定します。ただし、患者が
要介護・要支援者である場合、原
則として同点数は算定できず、介
護報酬の「居宅療養管理指導費
（薬剤師が行う場合）」により算
定します。
Ｑ２　Ａ１について、要介護・要
支援者に対しても医療保険の在宅
患者訪問薬剤管理指導料を算定で
きる場合はあるか。
Ａ２　要介護・要支援者に対して
在宅患者訪問薬剤管理指導料を算
定できるのは、特別養護老人ホー
ムに入所している、末期の悪性腫

瘍患者に対してのみです。
Ｑ３　保険薬局の薬剤師に対して
指示を行い、訪問薬剤管理指導を
行った場合、どのように算定する
のか。
Ａ３　保険薬局に対して訪問薬剤
管理指導に必要な文書提供を行っ
た場合は、診療情報提供料（Ⅰ）
が算定できます。この場合、交付
した診療情報提供書および処方箋
の写しをカルテに添付します。な
お、処方箋のみにより訪問薬剤管
理指導を指示することもできます
が、その場合は診療情報提供料
（Ⅰ）は算定できません。
Ｑ４　Ａ３について、指示する医
療機関が同月に「居宅療養管理指
導費（医師が行う場合）」を算定
している場合も、診療情報提供料
（Ⅰ）を算定できるのか。
Ａ４　算定できません。

第２回病診連携エッセンス交流会（兵庫医科大学病院共催）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日常診療における不眠とその対応
－ベンゾジアゼピン系薬剤も含めて－

保団連　第37回病院・有床診療所セミナー保団連　第37回病院・有床診療所セミナー

日　時　９月７日（土）14時30分～16時
会　場　兵庫医科大学　教育研究棟２階202講義室
講　師　兵庫医科大学病院　精神科神経科　講師　山田　恒先生
座　長　同　精神科神経科　診療部長・主任教授　松永　寿人先生
話題提供　「ベンゾジアゼピン長期処方減算」　協会事務局
参加費　500円

日　時　９月14日（土）18時30分～20時45分、15日（日）10時～15時
会　場　大阪府保険医協同組合Ｍ＆Ｄホール、大阪保険医会館
参加費　両日参加　１人10000円　一日のみ参加　１人6000円
　　　　（参加費は協会負担。交通費・宿泊費は参加者負担）
〈14日〉記念講演「２次医療圏をもとに医療提供体制を考える（仮）」
 国際医療福祉大学教授　高橋泰先生
〈15日〉全 体 会「病院・有床診療所長が知っておくべき雇用管理・労務管理のポイント（仮）」
　　　　病院分科会 シンポジウム「医師・医療従事者の働き方改善の具体的取り組みと課題（仮）」
　　　　有床診分科会 事例報告・検討会「有床診経営の実践報告2019（仮）」
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/
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大阪大学大学院歯学研究科　小児歯科学教室 仲野　和彦先生講演

小児へのう蝕治療の基本と
小児歯科領域における最近のトピックス

はじめに
　「少子化」と言われ続けています
が、一人ひとりが大切にされるよう
になってきたのか、小児の歯科治療
の機会は増加してきているように実
感しています。実際に、保護者の方
が「小児歯科」という標榜を目にさ
れますと、「小児の歯科治療に精通
されている歯科医師による治療」を
イメージされることが多いようで
す。一方で、小児の相手をすること
自体が煩わしいと感じられる先生方
もおられるのではないかと思いま
す。しかし、地域の子どもたちのた
めには、より多くの症例を先生方に
手がけていただければと願っており
ます。
　今回の講演では、まず日常臨床で
遭遇するう蝕の症例への対応法につ
いて基本的な知識をまとめさせてい
ただきました。その後、「小児期に
おける歯周疾患」「小児期の歯の外
傷」「感染性心内膜炎予防と治療に
関するガイドライン（JCS2017）」
「口腔機能発達不全症」の四つのト
ピックスにつきまして、小児歯科専
門医の視点から触れさせていただき
ました。「口腔機能発達不全症」は
昨年度より保険導入されたばかりで
ありますので、今後さまざまな観点
から分析した上で、別の機会にまと
めさせていただきたいと思います。

小児う蝕の症例への対応法
　３歳未満の小児に対しては計画的
な歯科治療は困難であり、急性症状
がない場合には進行抑制処置にとど
めて、成長とともに治療環境に慣れ
るのを待つのが一般的です。どうし
ても処置をせざるを得ない場合は、
多くのスタッフを集めた上で全ての
器具をそろえてから開始し、できる
だけ短時間で終わることができるよ
うに努力してください。特に、身体
固定下で行う際には、処置中のバイ
タルサインには細心の注意が必要で
す。
　一方で、３歳を過ぎますと対話が
可能になってきますので、少しずつ
診療室の環境に慣れさせていき、治
療につなげていってください。でき
るだけ治療内容について分かりやす
く説明して、使用する器具なども事
前に見せてあげると良いでしょう。
保護者には待合室にいていただき、
お子さんと離れておいていただくの
が良いと思います。たとえ予定通り
の処置ができなくても、何かできた
ことを見つけてよく褒めてあげるこ
とが次につながります。
　処置の際には、歯根吸収している
乳歯の根管治療を敬遠される先生が
おられますが、事前にエックス線で
確認していただくとともに、手指の
感覚を大事にしてもらえば次第に慣
れてくると思います。エックス線診
査では、分岐部や根尖部の骨吸収像
に注目するとともに、感染根管治療
が必要な場合を見落とさないように
することが大切です。ただ、複根管

歯では、１根管だけあるいはその一
部だけ歯髄が生活反応を示すことも
あり得ますので注意してください。
　幼若永久歯のう蝕治療では、歯根
の完成までは可及的に露髄しないよ
うに試みるのが重要です。一方で、
歯根が未完成な状態で偶発的に露髄
した場合には直接覆髄を行います
が、軟化象牙質の除去時に露髄した
際には断髄を行ってください。小児
の歯科治療において、痛みを感じさ
せると次回以降の治療が困難になり
ます。麻酔が必要な症例に対して
は、必ず麻酔を使用して処置を行っ
てください。また、帰宅後に咬傷を
引き起こす子どもがいますので、特
に初回の麻酔時には保護者に十分注
意喚起をしておいてください。

小児期における歯周疾患
　小児期では歯肉炎がほとんどであ
り、歯周炎は極めて稀です。しか
し、小児期の歯周炎には何らかの全
身疾患が関係する場合がありますの
で注意が必要です。一般的には、小
児科領域で診断がついてから、歯科
領域へ紹介されることがほとんどで
す。
　最近になって、低ホスファターゼ
症の患者さんの中で軽症の場合は、
診断がつかない状態で日常生活を送
っておられる方が存在することが分
かってきました。低ホスファターゼ
症は、組織非特異型アルカリホスフ
ァターゼという酵素をコードする遺
伝子の変異によって生じる疾患で
す。「骨の形成不全」と「乳歯の早
期脱落」が診断の二大基準になって
います。重症型は、常染色体劣性
（潜性）遺伝の形式をとり、10～15
万出生あたり１人くらいの頻度とさ
れています。これまでは、肋骨の形
成不全から呼吸器がうまく形成され
ず、生存すること自体が困難な症例
が多くありました。しかし、2015年
より日本では世界に先駆けて根本治
療薬を使用できるようになり、生命
予後が大幅に改善されました。
　一方で、軽症型の人は常染色体優
性（顕性）遺伝の形式をとることが
分かってきましたので、その頻度は
数百人に１人といった程度である可
能性が考えられています。軽症型
は、乳歯の動揺や早期脱落の所見
（図１）から歯科医の気付きによっ
て早期診断にいたりやすいとされて
います。これまでの経験から、低身
長などの全身的な症状がある人でさ
えも小児科領域で診断にいたってい
なかった人もおられます。また、診

落」をスクリーニングしていただけ
ればと思います。

小児期の歯の外傷
　小児期の歯の外傷は約３人に１人
に生じ、乳歯列では転位（特に陥
入）が多く、永久歯列では破折が多
いとされています。初診時には、歯
の治療よりも優先すべき全身的な問
題はないかを十分確認する必要があ
ります。外傷は同じ子どもによく生
じる傾向がありますが、説明がつか
ない外傷を繰り返す場合には虐待と
の鑑別が重要です。
　図２に乳歯の陥入症例を示しま
す。乳歯が陥入した際には、時間経
過とともに再萌出する症例が多くあ
ります。抗菌薬を投与してしばらく
様子を見るのも一つの手です。
　歯髄壊死が生じた際には、感染根
管治療を行う必要がありますが、多
少の変色でしたらそのまま交換まで
維持できることや色調自体が回復し
てくることもあるため、経過観察し
ていくという手もあります。しか
し、歯肉膿瘍を形成してる際には明
らかに感染根管処置が必要です。永
久歯の破折症例では、破折している
位置によって歯髄処置が必要になっ
てきます。歯髄腔までの距離がある
場合は、そのまま修復もしくは破折
片の接着で良いですが、歯髄腔に近
接している場合は覆髄が必要になり
ます。
　また、露髄している場合は、来院
までの時間が短い時には可及的に口
腔側に近い位置で断髄しますが、来
院までの時間が長い時はより根尖側
寄りで断髄する必要があります。断
髄で出血がコントロールできない場
合は、抜髄せざるを得ない場合もあ
ります。外傷の際にはエックス線診
査が重要です。特に歯根破折のケー
スでは、１枚の画像では破折線が明
確に写し出せないケースがあるの
で、疑いが濃厚な場合には角度を変
えて撮影するなどの注意が必要で
す。また、外傷後の歯髄壊死や歯根
吸収などの可能性や後継永久歯への
影響などの予後についても患者さん

や保護者に十分に説明しておく必要
があります。

感染性心内膜炎予防と治療に関する
ガイドライン（JCS2017）
　先天性心疾患を有する小児は100
人に１人の頻度であることが知られ
ています。そのうちの約６割が心室
中隔欠損症であり、感染性心内膜炎
の発症リスクがあることが意識され
ています。感染性心内膜炎は、心臓
の弁膜や心内膜に血小板やフィブリ
ンに細菌が加わり塊を形成すること
で発症する疾患です。感染症状、心
臓症状および血管塞栓症状など多彩
な臨床像を示し、治療しなければ死
にもいたる可能性がある疾患として
知られています。先天性心疾患のあ
る人では、強く血流が当たる心内膜
や弁膜において内皮傷害が生じ、そ
の箇所に抜歯などの歯科治療によっ
て血液中に侵入した細菌が付着する
ことで発症するとされています。
　日本では、感染性心内膜炎の予防
と治療に関するガイドラインが2003
年に初めて発表され2008年の改定を
経て、2018年３月に最新改定版が公
開されました。侵襲的な歯科治療前
に行うべきアモキシシリンを用いた
予防法について表に示します。今回
の改訂版では、投与量２ｇは日本人
の体格には多すぎであろうとの議論
を踏まえて、容量を少なくする提案
も加えました。ただし、その際には
術後の追加投与の必要性も記載しま
した。
　アレルギーのため使用できない場
合の第二選択の抗菌薬に関しても３
種類記載しましたので、ガイドライ
ンをご参照いただければと思いま
す。また、「歯科処置に対して抗菌
薬の予防投与が必要か？」というク
リニカルクエスッションを設けて、
システマティックレビューを行いま
した。詳細は、下記よりご確認いた
だければと思います。
http://www.j-circ.or.jp/guideline/
pdf/JCS2017_nakatani_h.pdf
（２月17日、歯科定例研究会より）

断時には歯にしか
症状がなくても、
成長とともに全身
の骨に症状が出て
くる人もいること
が分かってきまし
た。日々の臨床や
地域の乳幼児歯科
健診などで注意し
て「乳歯の早期脱

図１　低ホスファターゼ症で見られる乳歯の早期脱落

１歳７か月男児 ３歳３か月女児

４歳５か月女児４歳11か月女児

図２　乳歯陥入の症例（初診時２歳２か月：女児）

表　アモキシシリンを用いた歯科処置前の抗菌薬
の予防投与法　　　　　　　　　　　　

投与量 投与回数
成人 ２g* 単回 処置１時間前

小児 50mg／kg
（最大２g） 単回 処置１時間前

*または30mg／kg
*減量の際には、初回投与５～６時間後に500mgの追加投与

初診日 約２週間後 約６週間後

約３か月後 約５か月後


